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現代における
「つながり」の意味

【加賀美】近年、「つながり」という言葉が
取り上げられる機会が増えていますが、背
景には何があるのでしょうか。

【浜岡】「つながり」という言葉がいつごろ
から使われ始めたのか、その言葉にどうい
う意味が込められているのか、という辺り
を振り返る必要があると思います。2011
年３月 11 日以降、「絆」という言葉が流布
しました。「絆」はもともと動物をくくり
つける綱のことですから、非常に強力な結
びつきを意味します。ところが、「つなが
り」は個と個が結びついたり離れたりする
ような緩やかな関係です。研究所でも、「『つ
ながり』か『絆』か」という議論をしたこ
とがありますが、私は「つながり」という
言葉には、現代的な意味合いを込めていま
す。なぜなら、結びつきが壊れたり緩んだ
りした後、もう一度、新しい関係を結んで
ゆく。そういう現代的な課題が、「つながり」
という言葉には込められているように感じ
ているからです。
　近代化以前の社会には、共同体のような
強固なつながりが広く存在していました。
これらは近代化に伴って弱まっていくので
すが、日本の場合、「家」や「地域」といっ
た比較的強いつながりが近代化以降も維持

されてきました。これが緩んでくるのが、
高度経済成長期を経た後です。とくに、80
年代以降、「個人化」と呼ばれる関係性の
解体や脆弱化がいっそう進行しました。背
景には、資本主義社会における商品化の進
行があります。生産と消費のあり方が変化
する中で、人々の関係性も大きく変化させ
られてきているのです。
　そうした「個人化」が進行した現在、個
人が一定の社会関係を維持していくための
社会的スキル―あるいは関係性をメンテナ
ンスする力という言い方がいいかもしれま
せん―が極めて大切になっています。共
同体や農村に代表される定着型社会では、
いったんつくった関係性は長期にわたって
保存可能でした。しかし、高度成長期以降
の日本社会は社会移動が一定のかたちで進
む高移動社会になりました。そのため、絶
えず変化する周囲に応じた関係性を新しく
作るとともに、必要に応じて古い関係性を
維持し、時にはそれを修復したりするよう
な力がないと、関係性が失われ、完全に孤
立してしまう。
　だからこそ、現代においては「絆」より
も「つながり」のほうが適切だと思うので
す。「つながり」と言う場合は、ある時に
はつながり、またある時はつながらない、
といった頼りなさを抱えています。そうい
う頼りない「つながり」をいくつも重ねて
いくことが、まさに現代的な課題であると
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思うからです。

【加賀美】現代社会では、緩やかなつなが
りとそれをつくる力が必要になってきたと
のことですが、一方で、そうしたつながり
を敬遠する意識も調査などでは見受けられ
ます。

【浜岡】従来型のつながりが持っている、
義務感・拘束感につながるような要素への
抵抗はあると思います。以前の家族や親族、
地縁、社縁といった強固なつながりではな
く、もっと淡白というか、義務感に縛られ
ないようなつながりへの指向は当然あり得
ます。たとえば、NHKが５年ごとにおこ
なっている調査でも、従来型のつながり方
への忌避感があることが確認できます。
　しかし、つながりがまったくなくなって
しまうと、かえって不安感が出てきたりす
るのではないでしょうか。先の調査から
は、従来型のつながりに対する忌避感とと
もに、緩やかなつながりを求める傾向が確
認できますⅰ）。
　会社に帰属するとか、職場に強く縛られ
るとか、家族や親族に縛られるとか、そう
いうつながり方から、個を大切にした新し
いつながり方を求めるという過渡的な意識
のありようが示されているという気がしま
す。
　ただ、問題はそれが簡単にできるかどう
かです。残念ながら、法事や墓参り、職場
の行事といった従来型のつながりの維持の
仕方、言わば従来型のソーシャル・スキル
は多くの人が生活の中で身につけてきてい
ます。しかし、個を中心にしながら、お互
いにつながりを維持したり、新しい個でつ
くっていくような方法は、まだまだです。
　たとえばパーティをやった時に、新しい
人とどうつながるか。会社の営業活動で名

刺を渡すことはできても、肩書や会社を離
れて、新しい人と出会って、そこで対等な
協同の関係をどうつくるのか。そのために
どういうスキルを身につけているのか。こ
ういったことが意外にできていない。
　とくに、日本の男性の場合、定年退職し
て地域社会にデビューして、地域のなかで
新しく関係性をつくったりするのがうま
くできない。縦の関係では動けるけれど
も、対等な個人と個人で関係性をつくって、
ネットワークを広げ、それを維持していく
スキルは意外な程に身につけていなくて、
それが高齢者の孤立の問題につながってい
ます。また、少し前までの日本の文化のあ
り方においては、女性であれ男性であれ、
積極的に関係性をつくることに対して、「出
しゃばりだ」などと言われがちでしたから、
個人としてつながりをつくったり維持した
りすることが少なかったと思います。その
ため、いま高齢期にある人たちはそういう
社会的トレーニングが十分になされないま
まに来ており、企業社会を離れて高齢期を
迎えて、いっそう孤立する可能性が高く
なっています。
　また、単身世帯が増え、シングル社会化
するなかでは、従来のような親族的サポー
トは期待できないので、ますますそれ以外
の社会的な関係性やネットワークの重要性
が高まります。つながりを作る力の必要性
は、必ずしも高齢者に限った話ではないの
です。
　しかし、生協で活動している女性は、そ
の辺は得意ではないかと思いますので、そ
うした力を活用して、つながりづくりを応
援できるような仕掛けをつくることも課題
になってくるだろうと思います。
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協同組合はどのように
つながりを作ってきたか

【加賀美】地域や社会の新しいつながりづ
くりを経験豊富な組合員が応援することが
ひとつの課題であるとのことですが、そも
そも協同組合はこれまでどのように「つな
がり」に関わってきたのでしょうか。

【浜岡】高度成長以降、徐々に共同体的な
つながりが緩んでくる過程において、いわ
ゆる市民型の購買生協は、新しい関係性を
どうつくるかというところを出発点にして
きた面があります。生産や労働を基礎にし
た「つながり」ではなく、消費を基礎とし
た「つながり」という意味で、生協は「つ
ながりにくい人たち」を意識的につなぐこ
とを続けてきたと思います。

【加賀美】そうした役割は今も変わってい
ないのでしょうか。

【浜岡】生協は非常に早い段階で、つなが
りと事業がうまく結びついた共同購入の班
という仕掛けを作りあげて、運営してきた
経緯があります。これは非常にうまくいっ
ていました。
　しかし近年、資本主義における消費が一
段と個人を対象とする段階に入り、協同す
ることのメリットが見えにくくなっていま
す。従来のように「いいものがなかなか手
に入らない」というステージであれば、協
同の力というか、集団化して、そこを手が
かりに対応することに事業的なメリットも
あり、人びともそういうかたちで結集しや
すかった。けれど、消費が個人化するなか
で、班などを通じて人びとをつなぐやり方
は難しくなっており、新しい結びつきをつ

くる仕掛けが求められているのではないか
と感じています。
　そうした仕掛けと連動して、現在の協同
組合においては、組合員や住民の関係性を
メンテナンスする力を維持・形成する役割
が担えればよいと考えています。たとえば、
「おしゃべりパーティ」が用意するある種
の社会空間は、おしゃべりして、そのつな
ぐメディアとして生協の食材があるだけの
「たわいもない場」です。しかし、そうい
う場を意識的につくることで、「せっぱつ
まった関係」ではなく、「たわいもない中
間的な関係性」を作り出していると見るこ
とができます。従来は、地域社会や地域に
おける関係性が、自然にそういう場を生み
出すと考えられていましたが、個人化が進
み、高移動社会になった現在では、地域の
なかで関係性のベースになる最も初発的な
つながりやそのための場がつくりにくい状
況にあります。そのため、購買生協・市民
生協において、絶えずつながりをリフレッ
シュしたり、新しい関係をつくったり古い
関係を見直したりするような、基礎的なつ
ながりの維持や再生産をおこなう場を準備
することが出来ればよいのではないでしょ
うか。
　従来は、班のように安定したかたちでつ
ながれていたし、メンバーもかなり固定し
ていたと思いますが、絶えず個人という単
位で動いて、つながりをつくったり壊れた
り修復したりするような社会においては、
班のような固定した組織では、なかなかう
まくすくい取れない部分があります。そう
いう部分に対して、パーティのような新し
い動きはある程度対応することができてい
るのではないかと、私は見ています。
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「個人化」と組合員のつながり方

【加賀美】パーティのような新しい取り組
みが大切だということですが、一方で、生
協における個人化は個配の拡大にも表れて
いるように思います。共同購入・班が活発
だった時期と現在では、組合員のつながり
方は変わったのでしょうか。

【浜岡】社会的背景がずいぶん変化して、
男性も女性も、仕事をしながら生活するこ
とが当たり前になっていますから、従来と
は違う組合員のつながり方が求められてい
ます。
　しかし、生活の単位はやはり世帯単位で
あり、主婦という役割を果たす女性が生活
協同組合の担い手というかたちで位置づけ
られつづけています。たとえば「組合員」
というと、すぐに主婦の女性像が頭に浮か
んできて、それ以外はなかなか思い浮かば
ないわけです。
　ただ、医療生協などでは、１世帯に複数
の組合員というかたちで組合員を増やして
いく方向が出ています。「単に組合員を増
やす手段じゃないか」という言い方もある
ようですが、私は協同組合の主体は個人だ
と思います。健康であれ、消費であれ、あ
なたの代わりに私が消費するわけにはいか
ないのですから、協同組合の主体は個人で
す。そういう「個人を軸に据えた協同組合」
がなかなかイメージしにくい。
　要するに、生活の基本単位として世帯が
あり、世帯を代表して主婦が生協に関わる
という構図です。そこでは、あくまでも「主
婦」が想定されていた。ですが、一人ひと
りが生活の主体として役割をきちんと果た
していくことを想定すれば、家族のなかで
も生協の主体が複数あってもいいはずで

す。１人１票制はちゃんと押さえつつ、子
どもでも、おとなでも、個人として意見や
意志を表明する。それらを通じて、この社
会を生き抜いていくための消費にかかわる
様々な力や孤立しないためのスキルを、子
どもは子どもなりに、大人も大人なりに個
人として身につけていく。実際の生活のな
かで、生活協同組合と関わりながら身につ
けていくことがあってもいいのかなと思っ
たりします。

【加賀美】消費主体としても、生活主体と
しても、一人ひとりに焦点を当てることが
大切だし、むしろ、そうすることが逆につ
ながりを形成する支えになる、ということ
でしょうか。

【浜岡】そうです。ただ、そうなると現在
の生協の組織のあり方や運営のあり方も、
抜本的に変わることになると思います。こ
れまでは専業主婦の女性組合員を軸に据え
てきた。つまり、70 ～ 80 年代の、共同購
入を軸にした時代の組織論です。個別世帯
への対応としての個配が増えていますが、
今後は個配というよりも個人配になってく
ると思います。いまは班ではなく個々の世
帯をターゲットにしているという意味で
「個配」になっていますが、さらに１世帯
に複数の組合員がいて、それぞれが注文書
を出して、という風になるかもしれません。
　そうなったとしたら、どのように生協を
利用するのかに関して、意識的に家庭のな
かで考えなければなりません。お母さんに
全部任せて、主婦が全部を代理するという
あり方から、夫も妻も子どももそれぞれが
欲しい商品を注文してみて、「いや、これ
は無駄だ」とか「これ、いいね」というよ
うなことをしながら、世帯ごとにまとめて
いくことが意識的になされるような状況に
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なっていくとも思えるんですね。これは一
種のつながりだろうと思います。「忙しい
から、なかなかそうはいかない」と言われ
るかもしれませんが、将来的に協同組合、
特に購買型の協同組合をどのように組み立
てるかを考える際には、個人化の動きを
ちゃんと押さえておくことが欠かせないと
思います。
　もちろん、個人化によっていっそう孤立
してしまったり、うまくまとめあげられな
かったりするようなリスクはあります。そ
うしたリスクを克服するべく、家庭におい
ても、地域社会においても、つながりをちゃ
んとつくっていく。これを通して、初めて
文字通りの「協同」が実現するのではない
かと思います。

商品化の進行と協同組合の役割

【加賀美】消費の個人化を組合員の自立と
つながりの再生産にいかに結びつけるか大
切だということですが、個人化の背景には
商品化の進行があると伺いました。そうし
た流れの中で、協同組合には何が期待され
ているのでしょうか。

【浜岡】もともと協同組合は、孤立・分散
化するような動きに対して、人と人をつな
ぐことによって生活を維持する方向性を
持っています。これまでは他の団体や組織
が、地域における人のつながりの担い手と
して期待されていましたが、だんだんそう
した役割を果たしにくくなっています。お
年寄りの見守りなどの地域の福祉的課題
を、地縁型や血縁型の組織がうまく担って
いけないような状況になっているわけで
す。そこで協同組合・生協が、そういう役
割の担い手として期待されているし、また、

それができるような状況になっています。
　むろん、こうした役割の担い手を企業に
任せてはどうかという意見も存在します。
しかし、この地縁型や血縁型という伝統的
なかたちで支えてきた領域は、商品型の社
会サービスとして代替できない、あるいは
代替してしまっては十分に応えきれないの
ではないか、と思います。コスト的に難し
いという面もありますが、専門サービスと
いうかたちで提供されることが必ずしもな
じまない。そういう性質を持っていたりす
るためです。ですから、協同組合のような、
従来の地縁・血縁型とも、企業とも違う支
え方の仕組みが求められるようになったの
だと思います。
　たとえば、福祉における専門的なケアを
担うサービスは、当然、自分がやるべき担
い方を限定せざるを得ません。しかし、生
協内に出てきている「おたがいさま」のよ
うな取り組みは、かなり不定形で、範囲も
限定されていない。部分的だけど、しかし
生活上不可欠な多様で雑多なものを受けと
める弾力性を持っています。従来型の社会
化された専門サービスは、持っている力
が、ある部分においては過大だったり、あ
る部分においては過少だったりして、人々
の「生活」の持っている多面性・多様性に
応えにくいという要素があるわけです。さ
らに、個人化が進むことで、個々の直面し
ている生活上の問題もいっそう多様化して
います。それらをすくい取り、うまく対応
できるような関わり方が求められているの
です。
　その点で、いま生協がやろうとしている
担い方は、地域のくらしのなかに表れてい
る問題に柔軟に応えていくことに少しずつ
だけれどつながっている。また、その重要
性が意識されつつあるという意味で、すご
く大切だと思います。
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　一方通行ではつながることはできませ
ん。人と人がお互いに「つながろう」となっ
て初めてつながることが出来ます。互いの
「つながろう」という思いをうまくバック
アップする役割は、生協こそが担いうるの
ではないでしょうか。一方から働きかけて
つながりをつくるのではなく、両方がつな
がる必要性を感じてつながっていくことを
応援していく。そういう役割を協同組合・
生協は果たしうると考えています。

【加賀美】つながりを結びつけるのが協同
組合の役割だとすれば、その際に気を付け
るべき点はどこでしょうか。

【浜岡】たとえば、生協しまねの「おたが
いさま」では、ケアを必要としている人た
ちのさまざまな思いと生活の背景、そして
「応援してもいいよ」という人たちとがつ
ながることを意識しています。「おたがい
さま」を技術的な視角で見ると、必要とす
るニーズとそれに対応する社会資源をうま
く組み合わせる、いわゆるマッチングの話
として受けとめられやすいのですが、そう
ではありません。考えるべきは、なぜ生協
しまねがそんな不可思議なことができるの
か、という点です。そうした視角で見ると、
支援する側が困っている人の生活状況とそ
の思いを協同化・共通化して、自分のもの
にしていくところで初めて成り立っている
ことがわかります。「個々の人たちの思い
を自分たちに重ねてみよう」ということで、
単なるマッチングではないのです。
　だから、変に専門サービス化してしまう
と、なかなかうまくいかない。一歩間違え
ると家事代行サービスになってしまう。そ
こがもうひとつ理解されていないのかな。
「おたがいさま」は、対象はだれか、提供
できるものは何か、といった内容を限定す

る要素を一度全部取り払っているところが
大きな特徴です。いろいろな枠を取り払っ
て対応するということですから、これこそ
流行りの言葉でいうところの包括ケアで
す。包括ケアは専門家が提供するサービス
のあり方を指しますが、いま生協で実験的
に広がっている動きを見ていると、地域で
くらしを支えるとはどういうことなのか、
という哲学的な問いに答えているような気
もします。答えがどうなるかは別にして、
それを受けとめて対応しようとしている動
きとして、すごく注目すべきかと思います。
　また、担い手が仕組みをつくるプロセス
のなかで思いを重ねていくことに時間をか
ける。それが非常に重要です。関わる人た
ちの間で、思いや背景が共有化されるには
時間がかかりますが、その時間がかかるこ
とを丁寧にやっているのが、「おたがいさ
ま」のもうひとつの特徴だと思いますね。
一定のフォーマットがあって、それを実験
的にやって、成功したら一斉に全県下同じ
枠組みで展開するといったやり方ではな
く、思いを協同できる受け手の人たちが熟
してきて、「自分たちのところでもやろう
か」となるまで待つ。
　つまり、地域の置かれている状況や課題、
それに関わる場合の課題意識が熟して初め
て、それらに対応するかたちで「おたがい
さま」のような仕組みが広がっていってい
る。これは仕組みづくりとしても極めて面
白いと思います。地域が持っているさまざ
まな課題をどのように扱ったらいいかを、
同じ地域の人たちが一所懸命に考える。そ
うやってひとつの仕組みが出来上がってい
く。こうした動きは、今後の取り組みのあ
り方を考えていく場合に注目すべきことだ
と思います。超高齢社会の最前線の島根県
で、そういう動きがじわっと出てきている
わけです。



17

争論　協同組合は「つながり」をつくれるか？

　島根県と同様の課題は、今後より大規模
になって都市社会でも生じますから、大都
市型の協同組合・生協でもこの点を考えな
ければなりません。その際、大きな地域を
全面的に画一的に、というのではなく、小
さな単位で色々なものをたくさんつくって
いく動きとして、生協しまねの経験が活か
されていくことになるのではないかと思い
ます。

【加賀美】都市部でも、大規模かつヒエラ
ルキー的な形式ではなく、小さな単位で時
間をかけて仕組みをつくっていくプロセス
に取り組まざるを得ないと。

【浜岡】そういうふうにしかつくれないと
思います。組織効率を考えると「上から一
斉にやろう」となりがちです。しかし、小
さな単位の仕掛けがあることで、地域でく
らす孤立しがちな人が安心して生活できま
す。地域でくらす孤立しがちな人たちとい
うのは、必ずしも高齢者だけではありませ
ん。障がいを抱えている人、子育てで大変
な状況に置かれている人もいる。そういう
人たちが安心して生活できるような仕組み
づくりは、協同組合にとって究極的な生活
インフラというか、最大の貢献になってい
くと思います。
　いま「くらし福祉の研究会」を始めたと
ころですが、問題意識のひとつは、生協が
今後の地域包括ケアみたいなものの担い手
としてどういう役割を果たせるか、という
ことです。そのひとつのイメージが、「お
たがいさま」のように、地域でくらす人た
ちの抱えているニーズや困難の違いを超え
て受けとめられる、まさに包括するような
受けとめのあり方です。
　いまの包括ケアは医療・介護サービス・
生活支援の３者が合体しているというイ

メージが強いわけですが、包括ケアに本当
に求められているのは、小さな地域のなか
で「どんなものをもちゃんと支えますよ」
という、いわば千手観音のようなものでは
ないかと思うのです。異質なもの、雑多な
困難があるけれども、どんな困難も見逃さ
ないで、ちゃんと受けとめる。そういうも
のがあるかないかで、地域の安心感は全然
違います。もちろん、高度に専門的なケア
が必要な場合もあるでしょうが、多くの人
たちの日々のくらしにおいては、そういう
包括ケアが地域の特性や状況に応じてたく
さん出来上がっていくことが安心の仕組み
のように思われます。

つながりづくりにおける
マネジメントの難しさ

【加賀美】多様なニーズにこたえる包括ケ
アの話がありましたが、マネジメントの観
点からは、そうした取り組みのむずかしさ
が浮き上がると思います。

【浜岡】縦割り云々といわれているように、
これまでは定型化・標準化して効率を上げ
るという組織運営の仕方ですから、異なる
ものをつないで受けとめるというような物
事の組み立て方とは違います。ですから、
違うものを一つに束ねていく場合の原理
が、うまく見つかっていないわけです。「縦
割り行政打破」とか言うけれども、じゃあ
縦に割れているものをつないでいくための
原則について、うまく提示できていません。
　また、「おたがいさま」などのいまのつ
くり方も、従来の組織論的なものの原則を
超えたやり方ですから、一面では「安上が
りに使われるだけですよ」とか「非専門家
が担っていく場合のリスクはどうするんで
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すか」と言われるなど、課題は山ほどあり
ます。ただ、生活そのものにいろいろなも
のが雑多に混じっていて、そのどれが表面
に出てくるかは絶えず変わったりするの
で、それらを丸ごと受けとめられるような
仕組みが求められている。こうした要求に
対応するべく、そういう従来の組織原理と
はまったく違う出方をしているのが今の取
り組みです。

【加賀美】マニュアル化・標準化とは真っ
向から対立するアプローチですね。

【浜岡】そうですね。それが時代の要請に
いちばんフィットしているのでしょう。
「あっ、すごいな」と惹かれるポイントは、
そこなんですね。
　千手観音の例を出しましたが、「こうい
う悩みには、こちら側の手で。そういう悩
みには、また別の手で」というように、千
通りある相手の悩みに対して、対応する人
が共感して、「ああ、それは大変だね。な
んとかしてあげたいな」というところから
千通りの手が出るわけです。共感すること
が取り組みのかなり大きな部分を占めてい
るわけです。
　しかし、支え手の側も多様な思いがあ
ります。ある人はまったく共感できなく
て、「そんなもの、なんで支える必要があ
るの？」と反応するかもしれないし、「あ
れはよくないニーズだ」とか「これはちゃ
んと情けをかけるべきだ」などと議論して、
「こういう悩みには、こう対応しますよ」
と、できる限り手を揃えようとします。と
ころが、いま挙げた事例は、そうしない。
そこがすごい。出てくるニーズも多様です
が、受け手もそれを受けとめられる多様性
を持っている。これはすごく新しいし、協
同組合ならではだと思います。こうした点

をぜひ、深めていってほしいと思います。

【加賀美】人々の暮らしには多様性がある
ことを前提にして、そこで生じる多様な課
題を解決し、暮らしの全体を支えることこ
そが、今の協同組合には求められているん
ですね。従来の地縁・血縁型でも、専門サー
ビスを提供する企業でもなく、協同組合だ
からこそできることがある、と。今日はそ
うした可能性とともに向き合わなければな
らないマネジメントの課題なども含めて示
唆していただきました。ありがとうござい
ました。

　　
注
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